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一　
は
じ
め
に

　

井
上
円
了
（
以
下
、
円
了
と
略
す
）
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
越
後
国
三
島
郡
浦
村
の
慈
光
寺
住
職
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
〇
歳
で
明
治
維
新
を
迎
え
、
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）、
二
三
歳
で

東
京
大
学
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
同
大
学
を
卒
業
し
ま
し
た
。
物

心
つ
い
た
時
期
に
戊
辰
戦
争
が
、
青
春
の
多
感
な
時
期
に
西
南
戦
争
、
自
由
民
権
運
動
が
起
き
る
な

ど
、
日
本
の
急
激
な
近
代
化
に
ふ
れ
な
が
ら
人
生
を
歩
み
始
め
た
の
で
し
た
。

　

国
家
制
度
は
明
治
維
新
の
変
革
を
担
っ
た
前
の
世
代
の
人
び
と
が
整
え
ま
し
た
。
し
か
し
学
芸
や

文
化
、
企
業
な
ど
市
民
社
会
を
構
成
す
る
諸
要
素
の
近
代
化
は
ま
だ
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
残
さ
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明
し
た
と
こ
ろ
、
海
舟
は
そ
の
志
に
大
い
に
賛
同
し
て
、
多
額
の
寄
付
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
海
舟
は
広
く
人
び
と
か
ら
寄
付
を
募
る
よ
う
に
、
円
了
を
励
ま
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
円
了

は
、
学
校
建
設
と
運
営
資
金
を
得
る
た
め
に
、
各
地
で
講
演
会
を
開
い
て
、
寄
付
を
募
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

円
了
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）「
教
育
勅
語
」
が
出
た
こ
と
を
機
会
に
、「
全

国
に
向
か
っ
て
哲
学
館
将
来
の
目
的
た
る
東
洋
大
学
開
設
の
旨
趣
を
報
道
し
た
い
と
思
い
、
全
国
遊

説
に
着
手
致
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
に
は
、
哲
学
館
を
東
洋
大
学
に
す
る
と
い
う
構
想

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

円
了
は
、
後
援
者
の
資
産
家
や
政
府
の
有
力
者
と
の
結
び
つ
き
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
一

時
に
多
額
の
資
金
援
助
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
円
了
の
志
す
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
普
通
の
人
び
と
の
篤
志
に
よ
り
、
学
校
を
運
営
す
る
こ
と
が
円
了
の
目

指
す
と
こ
ろ
で
し
た
。

れ
て
い
ま
し
た
。
円
了
に
限
ら
ず
、
大
学
で
西
洋
的
知
識
を
学
ん
だ
多
く
の
若
い
エ
リ
ー
ト
た
ち

が
、
こ
の
分
野
に
活
動
の
場
を
も
と
め
て
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
学
会
を
新
し
く
創

り
、
文
学
を
興
し
、
絵
画
を
描
い
て
、
近
代
文
化
の
基
礎
を
開
拓
し
た
り
、
企
業
を
興
し
た
り
し
て

い
き
ま
し
た
。
井
上
円
了
の
人
生
も
、
こ
う
し
た
時
代
の
雰
囲
気
の
な
か
で
形
作
ら
れ
た
も
の
と
い

え
ま
す
。

　

円
了
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
就
職
を
断
り
、
教
育
者
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
ま
す
。
そ
の

目
標
は
学
校
を
創
り
哲
学
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
円
了
は
、「
哲

学
館
開
設
の
旨
趣
」
を
発
表
し
て
学
校
創
設
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
旨
趣
に
賛
同
し
て
二
八
〇

名
の
人
び
と
が
寄
付
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
後
に
哲
学
館
は
、
こ
れ
ら
の
人
び
と
が
創
っ
た
の
だ

と
円
了
は
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
開
設
当
初
は
、
ま
だ
麟
祥
院
と
い
う
寺
院
の
間
借
り
で
、
校
舎
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
学
校
運
営
に
も
資
金
が
必
要
で
し
た
。
そ
の
頃
、
知
り
合
っ
た
勝
海
舟
に
哲
学
館
の
旨
趣
を
説
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二
　
最
初
の
講
演
旅
行

　

円
了
は
、
明
治
二
三
年
か
ら
講
演
旅
行
を
始
め
ま
し
た
が
、
そ
の
記
録
を
簡
潔
な
日
記
に
し
て
、

公
表
し
て
い
ま
し
た
。
円
了
は
、
十
分
な
余
裕
の
な
い
人
び
と
で
も
簡
単
に
学
べ
る
よ
う
に
と
、
講

義
を
記
録
し
た
『
哲
学
館
講
義
録
』
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
な
か
に
「
館
主
巡
回
日
記
」
と

し
て
、
旅
行
の
要
点
を
記
事
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
哲
学
館
を
辞
し
て
か
ら
は
、『
南
船
北
馬
集
』

と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
記
事
は
天
気
、
移
動
、
講
演
場
所
、
面
会
者
、
寄
付
依
頼
者
な
ど
簡
単

な
も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
よ
り
講
演
旅
行
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
最
初
の
講

演
旅
行
の
あ
り
さ
ま
を
少
し
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
一
一
月
二
日
朝
九
時
に
円
了
は
新
橋
を
列
車
で
出
発
、
大
磯
町
に
着
き
、

教
育
会
に
出
席
し
て
講
話
を
行
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
大
磯
に
泊
ま
り
、
四
日
一
二
時
に
大
磯
か
ら
静

岡
に
到
着
し
て
、
県
知
事
以
下
の
挨
拶
回
り
を
行
い
ま
し
た
。
翌
五
日
、
県
庁
へ
出
向
い
て
、
ま
た

県
知
事
・
書
記
官
・
参
事
官
・
学
務
課
長
な
ど
に
面
会
し
て
、
午
後
に
師
範
学
校
で
教
育
の
将
来
の

方
針
と
哲
学
館
拡
張
の
こ
と
を
演
説
し
ま
し
た
。
聴
衆
は
県
の
役
人
、
教
員
、
生
徒
で
し
た
。
そ
の

夜
は
、
有
志
の
依
頼
で
市
中
の
敬
覚
寺
で
学
術
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
市
長
に
も
面
会
し

た
と
あ
り
ま
す
。
六
日
に
は
、
銀
行
頭
取
を
訪
問
、
七
日
は
再
び
知
事
、
書
記
官
と
あ
っ
て
寄
付
募

集
の
こ
と
で
相
談
し
、
さ
ら
に
師
範
学
校
校
長
や
有
志
に
募
集
の
依
頼
を
し
て
、
汽
車
で
焼
津
に
向

か
い
ま
し
た
。
焼
津
の
小
川
小
学
校
で
教
育
上
の
講
演
を
行
い
、
さ
ら
に
掛
川
町
へ
着
い
て
、
そ
の

夜
に
同
地
の
了
源
寺
で
仏
教
に
つ
い
て
演
説
を
し
ま
し
た
。
八
日
は
ま
た
了
源
寺
で
仏
教
演
説
を
行

い
、
午
後
に
は
教
育
会
で
教
育
に
つ
い
て
談
話
を
行
い
、
祝
宴
に
参
加
し
た
後
、
浜
松
へ
向
か
い
ま

し
た
。
浜
松
で
は
町
長
の
隠
宅
へ
泊
め
て
も
ら
い
ま
す
が
、
同
地
の
会
合
が
町
長
の
世
話
に
よ
る
も
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の
だ
っ
た
た
め
で
す
。
九
日
に
は
、
浜
松
の
小
学
校
で
郡
内
の
小
学
校
教
員
に
た
い
し
て
教
育
上
の

談
話
を
行
い
、
午
後
は
町
内
玄
忠
寺
で
演
説
会
を
二
回
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
懇
親
会
も
開
か
れ
、

郡
長
や
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
代
言
人
そ
の
他
僧
侶
、
紳
士
数
一
○
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

一
一
月
一
○
日
、
浜
松
を
出
て
愛
知
県
豊
橋
に
入
り
、
郡
役
所
書
記
に
迎
え
ら
れ
、
町
長
な
ど
に

会
い
、
午
後
に
真
宗
大
谷
派
別
院
で
二
回
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
夜
に
は
懇
親
会
に
出
ま
し
た
が
、

出
席
者
は
五
〇
余
名
に
も
及
び
ま
し
た
。
一
一
日
に
は
、
町
長
な
ど
に
募
金
の
件
を
頼
ん
で
、
岡
崎

に
向
か
い
、
岡
崎
町
三
河
教
校
で
午
後
に
演
説
会
を
開
き
、
夜
は
教
育
上
の
談
話
を
行
い
、
懇
親
会

を
開
き
ま
す
が
、
す
べ
て
学
校
内
で
済
ま
し
ま
し
た
。
一
二
日
は
名
古
屋
に
入
り
、
午
後
に
は
県
庁

に
行
き
、
県
知
事
な
ど
に
挨
拶
を
行
い
、
翌
日
、
大
谷
派
別
院
で
宗
教
上
の
講
話
を
行
い
、
正
午
に

は
中
学
校
で
倫
理
上
の
談
話
、
午
後
に
は
特
別
教
会
臨
時
会
で
演
説
、
夜
は
懇
親
会
と
な
り
ま
し

た
。
一
四
日
に
は
、
各
寺
院
な
ど
を
訪
問
の
後
、
午
後
か
ら
市
役
所
議
事
堂
で
学
術
演
説
、
そ
の

後
、
師
範
学
校
で
哲
学
館
拡
張
の
演
説
を
行
い
、
翌
日
岐
阜
に
行
き
、
や
は
り
大
谷
派
別
院
で
仏
教

演
説
、
師
範
学
校
で
哲
学
館
拡
張
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
す
。
一
六
日
は
朝
岐
阜
を
発
っ
て
、
名
古
屋

に
戻
り
午
後
に
市
役
所
議
事
堂
で
開
か
れ
た
愛
知
県
教
育
会
の
席
上
、
教
育
上
の
演
説
を
行
い
、
市

中
鍋
屋
町
の
方
園
会
で
仏
教
講
話
を
行
い
ま
し
た
。
一
七
日
は
県
庁
で
知
事
に
会
い
、
午
後
再
び
岐

阜
に
行
き
、
募
金
の
こ
と
を
依
頼
し
て
廻
り
ま
し
た
。

　

一
八
日
は
、
岐
阜
か
ら
滋
賀
県
長
浜
へ
至
り
、
一
九
日
は
長
浜
、
二
〇
日
、
二
一
日
は
彦
根
、
二

二
日
～
二
四
日
は
大
津
か
ら
京
都
へ
入
り
ま
す
。
二
五
日
、
再
び
滋
賀
県
に
戻
り
安
土
村
、
五
箇
荘

村
、
愛
知
川
村
を
巡
回
し
て
、
一
一
月
二
八
日
に
三
重
県
一
身
田
に
行
き
ま
し
た
。
一
身
田
に
は
真

宗
高
田
派
の
本
山
専
修
寺
が
あ
り
、
二
九
日
に
は
法
主
な
ど
と
面
会
し
て
講
演
し
ま
し
た
。
円
了
の

生
家
は
真
宗
東
本
願
寺
の
末
寺
で
し
た
の
で
、
同
じ
真
宗
同
士
で
親
し
い
関
係
が
あ
っ
た
の
で
す
。

翌
日
は
津
へ
行
き
伊
勢
新
聞
社
で
講
演
、
さ
ら
に
一
二
月
一
日
に
は
県
知
事
な
ど
に
挨
拶
し
、
中
学

校
で
講
演
し
ま
し
た
。
二
日
に
は
松
阪
、
三
日
に
は
山
田
（
現
伊
勢
市
）
へ
行
き
、
伊
勢
神
宮
を
参
拝
、

そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
、
四
日
に
は
四
日
市
、
五
日
に
は
桑
名
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
桑
名
教
会
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（
仏
教
）
の
主
催
し
た
中
橋
座
で
の
仏
教
演
説
に
は
二
○
○
○
余
名
の
聴
衆
が
集
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
富
山
県
に
講
演
旅
行
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
が
、
井
波
の
別
院
で

聴
衆
が
幾
千
人
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
声
が
か
れ
て
し
ま
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
出
な
く
な
っ
た
と
巡
回

日
記
に
書
い
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
の
な
い
時
代
で
す
の
で
、
多
く
の
聴
衆
を
相
手
に
大
声
で
講
演
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
苦
労
も
一
通
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
二
月
六
日
に
は
、
再
び
愛
知
県
へ
入
り
、
津
島
・
熱
田
・
大
野
（
常
滑
市
）・
半
田
・
西
尾
・
蒲

郡
・
豊
川
と
巡
回
し
、
沼
津
へ
出
て
、
一
五
日
に
東
京
へ
帰
り
ま
し
た
。

  

最
初
の
静
岡
県
と
愛
知
県
は
少
し
詳
し
く
説
明
し
、
そ
の
後
の
巡
回
は
簡
略
に
し
ま
し
た
が
、
ほ

ぼ
同
様
な
日
程
で
巡
回
し
て
い
ま
す
。「
館
主
巡
回
日
記
」
の
ま
と
め
で
は
、
一
一
月
二
日
よ
り
一

二
月
一
五
日
ま
で
四
四
日
で
静
岡
、
愛
知
、
岐
阜
、
滋
賀
、
三
重
の
五
県
の
三
〇
カ
所
、
懇
親
会
の

演
説
も
い
れ
る
と
九
九
回
の
講
演
だ
っ
た
と
し
て
い
ま
す
。
一
日
二
・
二
五
回
の
頻
度
で
講
演
を
行

い
、
移
動
し
、
挨
拶
回
り
を
行
っ
た
の
で
す
か
ら
、
休
む
間
も
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

三
　
講
演
旅
行
の
日
数
・
地
域
・
内
容

　

円
了
は
、
明
治
二
三
年
か
ら
講
演
旅
行
を
始
め
、
そ
の
後
、
海
外
旅
行
な
ど
の
時
以
外
は
熱
心
に

巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
記
録
を
集
成
し
て
整
理
し
た
も
の
が
表
１
で
す
。
若
干
漏
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
明
治
二
三
年
の
一
一
月
か
ら
始
め
て
、
そ
の
年
は
四
四
日
。
翌
二
四
、
二
五
年
は
一
五
三
日
、

一
五
四
日
と
年
の
半
分
近
く
を
講
演
旅
行
で
過
ご
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
哲
学
館
の

充
実
な
ど
の
た
め
に
、
旅
行
は
減
少
し
た
よ
う
で
す
が
、
明
治
三
二
年
頃
か
ら
ま
た
増
加
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
間
旅
行
が
減
少
し
た
の
は
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
一
二
月
に
蓬
莱
町
に
あ
っ
た
校



井上円了の全国巡講

10

 三　講演旅行の日数・地域・内容

11

舎
が
全
焼
し
て
し
ま
う
事
件
が
あ
り
、
こ
れ
を
機
会
に
、
現
在
の
白
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
場
所
に
新
校

舎
を
建
て
る
こ
と
や
、
漢
学
専
修
科
・
仏
教
専
修
科
の
創
設
な
ど
校
務
に
追
わ
れ
て
い
た
た
め
と
思

わ
れ
ま
す
。
円
了
は
、
明
治
二
九
年
正
月
に
白
山
の
地
に
東
洋
大
学
と
東
洋
図
書
館
を
創
設
す
る
計

画
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
哲
学
館
の
再
建
は
そ
の
目
標
に
沿
っ
て
、
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
三
四
、
三
五
年
（
一
九
〇
一
、
〇
二
）
と
講
演
旅
行
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
円

了
は
明
治
三
五
年
一
一
月
に
イ
ン
ド
・
欧
米
視
察
に
出
か
け
、
翌
年
七
月
に
帰
国
し
ま
し
た
が
、
旅

行
出
発
直
後
に
哲
学
館
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
当
初
、
円
了
は
、
事
件
が
穏
便
に
収
ま
る
と
思
っ
て

旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
文
部
省
の
厳
し
い
処
分
に
対
応
を
迫
ら
れ
、
旅
行
途
上
で
急
遽
帰

国
し
ま
し
た
。
円
了
は
こ
の
事
件
に
、
文
部
省
が
哲
学
館
に
倫
理
科
の
無
試
験
検
定
免
許
を
認
め
な

い
な
ら
、
資
格
試
験
に
受
か
る
よ
う
に
学
生
を
し
っ
か
り
教
育
す
る
と
い
う
方
針
で
臨
み
ま
し
た
。

独
立
自
活
の
精
神
が
、
学
生
に
た
い
し
て
教
育
方
針
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
時
が
経
つ

場所場所 日数
明治 23 神奈川・静岡・愛知・滋賀・三重神 44

明治 24 静岡・滋賀・和歌山・徳島・高知・愛媛・香
川・兵庫・鳥取・島根・山形 153

明治 25 兵庫・広島・山口・新潟・北海道 154
明治 26 福岡・熊本・佐賀・長崎・大分 39
明治 27
明治 28
明治 29 48
明治 30 16
明治 31 不明
明治 32 88
明治 33 石川・和歌山・三重 92
明治 34 三重・和歌山・富山 111
明治 35 兵庫・石川・福井 161
明治 36 （海外視察・哲学館事件）
明治 37 山梨 17
明治 38 静岡・山口・佐賀・長崎・茨城 43
明治 39 奈良・京都・大阪・栃木・新潟・香川・長崎 173
明治 40 沖縄・鹿児島・宮崎・大分・北海道 275
明治 41 兵庫・福岡・大分・熊本・佐賀・京都 262

明治 42 兵庫・愛媛・島根・静岡・東京（大島など）・
神奈川・埼玉・千葉 185

明治 43 愛知・三重・大阪・岡山・兵庫・鳥取・長野・
岐阜・富山・福島・東京都（八丈島など） 226

明治 44 広島・岡山・（海外視察） 7

大正元 静岡・神奈川・奈良・和歌山・京都・茨城・
栃木・千葉・埼玉・兵庫・福島 92

大正 2 埼玉・徳島・兵庫・広島・山口・神奈川 284
大正 3 滋賀・愛知・兵庫・新潟・茨城・福島 232
大正 4 岡山・秋田・長野・新潟・福井・栃木 197

大正 5 三重・岐阜・新潟・山形・愛知・岐阜・山口・
京都 214

大正 6 愛知・大阪・京都・奈良・山梨・宮城・岩手・
新潟・群馬・埼玉 221

大正 7 愛知・和歌山・青森・福島・栃木・東京 172
大正 8 静岡・秋田・青森・岩手 81

出典 :『井上円了選集』12 ～ 15 巻、三浦節夫「解説」（同、15 巻）

表１ 井上円了の講演旅行
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と
、
学
生
も
無
試
験
検
定
免
許
の
復
活
を
望
む
よ
う
に
な
り
、
板
挟
み
に
な
っ
た
円
了
は
、
明
治
三

九
年
（
一
九
〇
六
）
に
哲
学
館
大
学
を
辞
す
こ
と
に
な
り
ま
す
（
明
治
三
六
年
八
月
に
哲
学
館
は
専
門
学
校
令
に
よ
り

大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
た
）。

　

円
了
は
、
哲
学
館
を
辞
し
て
か
ら
、
哲
学
堂
に
引
退
し
、
こ
こ
を
拠
点
に
修
身
教
会
運
動
に
力
を

注
ぐ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
学
を
辞
し
て
か
ら
、
校
務
に
縛
ら
れ
な
く
な
っ
た
円
了
の
講
演
旅
行

は
、
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
南
半
球
一
周
旅
行
で
国
内
講
演
の
少
な
か
っ
た
時
も
あ
り
ま

す
が
、
お
お
む
ね
年
間
二
〇
〇
日
を
越
え
る
日
々
を
講
演
旅
行
に
費
や
し
ま
し
た
。
通
常
の
人
物
で

は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
精
力
的
な
活
動
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

円
了
の
講
演
旅
行
は
、
全
国
に
及
び
ま
し
た
。
表
１
に
は
講
演
を
行
っ
た
県
を
年
次
ご
と
に
ま
と

め
て
示
し
て
あ
り
ま
す
。
最
初
は
東
海
地
域
が
は
じ
ま
り
で
、
四
国
、
山
陰
と
廻
り
、
山
陽
、
北
海

道
、
北
九
州
と
巡
回
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北
陸
、
沖
縄
と
南
九
州
を
中
心
に
廻
り
、
東
北
に
入
る

の
は
大
正
元
年
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
ま
た
東
海
地
方
は
何
度
も
巡
回
し
て
い
ま
す
。
円
了
の
巡

回
は
、
地
方
の
寺
院
な
ど
と
の
縁
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
浄
土
真
宗
の
寺
院
の
勢
力
の
強
か
っ

た
東
海
地
方
は
そ
れ
だ
け
、
馴
染
み
も
多
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
ま
た
浄
土
真
宗
の
僧
侶
の
な
か
に

は
哲
学
館
の
卒
業
生
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
一
方
、
東
京
近
郊
は
比
較
的
手
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

円
了
は
地
方
に
哲
学
や
修
身
の
知
識
を
広
め
た
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、
あ
ま
り
中
央
に
い
な
か
っ

た
こ
と
が
こ
う
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

講
演
旅
行
は
、
地
方
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。『
南
船
北
馬
集
』
に
細
か
に
記
載

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
明
治
四
〇
年
～
大
正
七
年
（
一
九
〇
七
～
一
九
一
八
）
ま
で
、
講
演
の
主
催

者
、
会
場
、
講
演
内
容
の
総
数
と
比
重
を
示
し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

①
講
演
主
催
者
（
総
数
：
二
六
八
七
名
）

教
育
関
係
（
二
七
％
）・
町
村
有
志
（
一
七
・
八
％
）・
諸
団
体
（
一
七
・
七
％
）・
仏
教
関
係
者
（
一
〇
・

二
％
）・
組
織
連
合
（
一
一
・
一
％
）・
自
治
体
（
一
六
・
一
％
）

　

②
会
場
（
総
数
：
二
六
八
七
会
場
）
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寺
院
（
三
六
・
五
％
）・
小
学
校
（
四
五
・
九
％
）・
他
の
学
校
（
七
・
九
％
）・
そ
の
他
（
九
・
七
％
）

　

③
講
演
内
容
（
総
数
：
三
八
五
七
回
）

詔
勅
修
身
（
四
〇
・
八
％
）・
妖
怪
迷
信
（
二
三
・
六
％
）・
哲
学
宗
教
（
一
五
・
四
％
）・
教
育
（
七
・
九
％
）・

実
業
（
六
・
八
％
）・
雑
題
（
五
・
四
％
）

　

講
演
主
催
者
は
、
教
育
関
係
者
が
多
く
、
こ
れ
に
町
村
有
志
が
続
き
ま
す
が
、
明
治
四
〇
年
代
で

は
仏
教
関
係
者
も
一
定
の
比
重
を
占
め
ま
す
。
ま
た
そ
の
後
、
町
村
有
志
の
比
重
が
下
が
り
、
自
治

体
が
多
く
な
り
ま
す
。
た
だ
自
治
体
で
は
市
町
村
長
が
代
表
と
し
て
名
前
が
あ
が
り
ま
す
が
、
そ
の

後
に
僧
侶
や
教
育
関
係
者
・
町
村
有
力
者
の
名
前
も
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際
は
、
こ
れ
ら
の
人
び
と

が
中
心
に
な
り
、
自
治
体
の
長
を
名
義
上
の
主
催
者
に
担
ぎ
あ
げ
た
こ
と
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
円
了
の
講
演
旅
行
で
は
、
郡
役
所
の
役
人
が
世
話
の
た
め
に
同
行
し
た
と
い
う
記
事
も
あ
り

ま
す
の
で
、
役
所
の
方
も
か
な
り
気
を
遣
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
寺
院
と
小
学
校
が
中
心
で
し
た
が
、
大
正
頃
か
ら
小
学
校
が
主
流
に
な
り
ま

す
。
当
時
小
学
校
が
講
堂
な
ど
を
整
え
て
、
地
域
の
中
核
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。
円
了
の
記
録
に
も
、
し
ば
し
ば
郡
内
一
の
立
派
な
校
舎
だ
と
い
っ
た
地
元
の
自
慢

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
集
会
の
場
が
、
寺
院
か
ら
小
学
校
へ
比
重
を
移
す
過
程
は
、
地
域
に

近
代
社
会
が
根
ざ
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、
豪
農
の
屋
敷
や
地
方
都
市
で
は

演
芸
場
な
ど
が
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
内
容
で
は
、
詔
勅
修
身
が
中
心
で
、
妖
怪
迷
信
と
哲
学
宗
教
で
だ
い
た
い
を
占
め
て
い
ま

す
。
こ
の
比
重
は
、
時
期
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
大
正
期
に
は
妖
怪
迷
信
や
哲
学
宗

教
の
比
重
が
若
干
増
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
人
び
と
の
間
に
、
少
し
ず
つ
迷
信
打
破
や
学
問
へ
の
興

味
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
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四
　
講
演
旅
行
の
規
則
と
修
身
教
会
・
国
民
道
徳
普
及
会

　

講
演
旅
行
が
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
た
か
は
、
よ
く
わ
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
に
哲
学
館
事
務
所
が
定
め
た
「
館
主
巡
回
及
招
聘
心
得
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

①
有
志
の
依
頼
に
応
じ
て
学
術
演
説
・
講
義
を
行
う
。

　

②
演
説
・
講
義
の
時
間
は
二
時
間
以
内
と
す
る
。

　

③
演
説
・
講
義
へ
の
謝
儀
は
哲
学
館
の
基
本
金
と
す
る
。

　

④
滞
在
費
は
な
る
べ
く
地
方
の
負
担
を
希
望
す
る
。

　

⑤
館
主
は
諸
事
倹
約
主
義
で
あ
る
の
で
、
供
応
・
接
待
な
ど
は
謝
絶
す
る
。

　

⑥
や
む
な
く
懇
親
会
開
会
の
場
合
は
茶
菓
の
み
と
す
る
。

　

⑦ 

巡
回
は
た
い
て
い
同
伴
者
一
名
と
し
、
巡
回
中
午
前
は
次
の
地
方
へ
の
移
動
時
間
と
し
、
午
後

は
演
説
・
講
義
の
時
間
、
夜
は
揮
毫
の
時
間
と
す
る
。

　

⑧
巡
回
の
日
程
は
各
地
調
整
の
上
、
一
週
間
前
に
通
知
す
る
。

　

⑨ 

今
回
か
ら
新
築
費
募
集
に
つ
い
て
支
援
者
・
協
力
者
に
希
望
に
応
じ
て
記
念
と
し
て
揮
毫
を
贈

呈
す
る
。

　

哲
学
館
主
時
代
の
も
の
で
す
が
、
大
学
を
辞
し
て
も
、
お
お
む
ね
こ
れ
に
準
じ
て
い
た
よ
う
で

す
。
円
了
は
全
国
講
演
旅
行
を
始
め
る
と
き
に
、
禁
酒
・
禁
煙
に
、
断
筆
を
加
え
て
揮
毫
し
な
い
方

針
で
し
た
。
禁
酒
・
禁
煙
は
自
戒
の
た
め
と
、
接
待
に
よ
り
余
計
な
負
担
を
懸
け
る
の
を
嫌
っ
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。
若
い
頃
の
円
了
は
酒
は
強
か
っ
た
よ
う
で
す
。
酒
も
煙
草
も
一
時
は
三
度
の
飯

よ
り
好
き
で
し
た
が
、
学
校
が
成
功
す
る
ま
で
禁
酒
・
禁
煙
し
、
玄
関
に
も
名
刺
に
も
「
禁
酒
禁
煙
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諸
事
倹
約
」
と
記
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
断
筆
も
し
た
の
で
、
三
禁
居
士
と
自
称
し
て
い
ま
し

た
。
円
了
は
、
大
変
き
ま
じ
め
で
、
あ
ま
り
冗
談
も
言
わ
な
い
人
だ
っ
た
の
で
す
が
、
何
か
旅
行
地

の
七
不
思
議
を
造
っ
て
み
た
り
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
余
り
上
手
い
と
は

言
え
そ
う
も
な
い
こ
と
を
書
き
上
げ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

断
筆
は
、
こ
の
規
則
で
は
解
禁
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
貢
献
の
あ
っ
た
人
び
と
に
、
勝

海
舟
に
頼
ん
で
揮
毫
し
て
も
ら
い
、
贈
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
海
舟
も
哲
学
館
の
応
援
に
な
る
な
ら
ば

と
、「
陰
な
が
ら
の
筆
奉
公
」
と
称
し
て
、
喜
ん
で
こ
れ
に
応
じ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
自
ら
揮
毫
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。
こ
の
規
則
で
は
、
二
禁
に
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
、
二
禁
も
や
め
て
、
三
勤
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

三
禁
を
や
め
て
し
ば
ら
く
し
て
、
円
了
の
体
調
を
気
遣
っ
た
卒
業
生
が
円
了
に
お
控
え
に
な
っ
た

ら
と
奨
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
円
了
は
、
山
奥
の
田
舎
の
馬
車
も
通
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
ま

で
、
教
育
勅
語
の
教
え
を
徹
底
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
車
に
も
乗
れ
な
い
、
馬
に
も
乗
れ
な
い
、
旅
宿

も
な
し
、
食
事
も
小
言
を
言
え
ま
せ
ん
。
ま
ず
た
い
て
い
は
小
学
校
で
話
を
し
て
、
そ
の
ま
ま
そ
こ

で
寝
泊
ま
り
し
、
時
に
は
教
室
の
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
て
、
そ
の
上
に
寝
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
食

事
な
ど
も
お
話
に
な
ら
な
い
あ
り
さ
ま
で
す
。
そ
の
間
に
村
長
、
校
長
な
ど
よ
り
地
方
の
人
情
・
風

俗
を
あ
り
の
ま
ま
聞
き
取
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
の
衣
食
住
に
不
足
が
ま
し
い
こ
と
を
言
う
ど
こ
ろ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
進
ん
で
ド
ブ
ロ
ク
一
杯
も
共
に
し
、
彼
ら
の
飲
む
手
製
の
タ
バ
コ
も
飲
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
う
し
て
初
め
て
漫
遊
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
と
説
明

し
た
そ
う
で
す
。
人
び
と
の
間
に
親
し
く
交
わ
っ
て
、
教
え
を
説
い
た
円
了
ら
し
い
姿
勢
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

円
了
は
、
哲
学
館
事
件
で
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
し
た
直
後
の
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
九
月
に

「
修
身
教
会
設
立
旨
趣
」
を
発
表
し
、
修
身
教
会
運
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
哲
学
館
大
学

を
辞
し
た
後
は
、
哲
学
堂
に
引
退
し
て
、
こ
の
運
動
の
た
め
に
全
国
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
円
了
の
講
演
旅
行
の
目
的
が
こ
こ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
内
容
を
少
し
説
明
し
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て
お
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

円
了
は
、
国
内
の
講
演
旅
行
で
各
地
を
見
聞
し
、
宗
教
が
ふ
る
わ
な
い
た
め
に
徳
義
が
衰
え
て
い

る
と
指
摘
し
ま
す
。
こ
れ
を
挽
回
す
る
た
め
に
各
地
に
修
身
教
会
を
設
立
し
て
、
生
涯
教
育
と
し
て

こ
れ
に
取
り
組
み
た
い
と
し
て
い
ま
す
。
円
了
は
欧
米
の
視
察
の
経
験
か
ら
、
両
者
の
貧
富
の
差
は

国
民
の
道
義
徳
行
の
差
に
よ
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
国
民
一
般
の
修
身
教
育

は
せ
い
ぜ
い
小
学
校
ま
で
で
社
会
教
育
の
部
分
が
な
く
、
文
明
国
と
し
て
は
嘆
か
わ
し
い
と
述
べ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
欧
米
の
日
曜
教
会
に
な
ら
っ
て
、
寺
院
教
会
を
設
け
て
、
教
育
界
と
宗
教
界
が
協

力
し
て
そ
の
運
営
に
あ
た
る
修
身
教
会
を
設
立
し
た
い
と
い
う
の
で
し
た
。

　

教
会
組
織
の
考
え
方
は
、
国
民
に
道
徳
を
知
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
町
村
の
協
議
に
よ

り
自
治
的
に
設
立
運
営
さ
れ
る
も
の
と
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
曜
隔
週
程
度
で
集
会
を
持
ち
、

僧
侶
・
教
員
が
出
席
し
て
講
話
を
し
、
会
長
は
町
村
長
な
い
し
名
望
家
を
あ
て
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
会
は
、
音
楽
を
唱
和
し
、
教
育
勅
語
を
奉
読
、
僧
侶
・
教
員
の
講
話
な
ど
の
順
で
行
う
と
よ

い
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
教
会
で
の
結
婚
式
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
図
書
館
を
設
け

て
、
新
聞
や
雑
誌
、
書
籍
を
お
い
て
教
化
を
行
う
の
も
よ
い
と
し
て
い
ま
す
。
組
織
は
本
部
を
中
央

に
お
い
て
統
括
す
る
の
で
は
な
く
、
各
自
が
自
主
的
に
活
動
し
、『
修
身
教
会
雑
誌
』
を
出
し
て
相

互
の
連
絡
を
と
る
の
み
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
円
了
は
一
人
一
会
主
義
で
、
組
織
の
力
に
よ
り
か

か
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
の
責
任
で
行
動
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
の
で
、
中
央

集
権
型
の
組
織
を
構
想
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

修
身
教
会
の
精
神
で
す
が
、
円
了
は
大
事
な
の
は
、
よ
く
身
を
修
め
、
家
を
と
と
の
え
、
社
会
・

国
家
を
富
強
に
導
く
こ
と
で
、
倹
約
・
勉
強
・
忍
耐
・
誠
実
・
信
義
・
博
愛
・
自
由
な
ど
の
徳
目
が

み
な
こ
の
な
か
に
は
い
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
円
了
は
、「
官
々
と
な
る
金
石
の
声
よ
り
も
、

民
々
と
呼
ぶ
蝉
そ
こ
ひ
し
き
」
な
ど
と
、
た
わ
む
れ
に
書
を
か
い
た
ほ
ど
で
、
官
権
を
頼
み
に
は
し

な
い
人
で
し
た
。
民
を
大
事
に
す
る
民
本
主
義
的
精
神
の
持
ち
主
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
教
育
勅
語

の
精
神
と
い
っ
て
も
、
上
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
硬
直
し
た
教
義
の
よ
う
な
理
解
は
し
て
い
な
か
っ
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た
の
で
す
。
通
俗
的
な
も
の
で
す
が
、
近
代
社
会
に
必
要
な
自
己
規
律
を
人
び
と
が
内
心
の
道
徳
と

し
て
高
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
円
了
の
希
望
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
と
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

独
立
自
活
の
精
神
が
ま
さ
に
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

大
正
元
年
に
な
っ
て
、
修
身
教
会
は
国
民
道
徳
普
及
会
に
組
織
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

会
員
も
支
部
も
設
け
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
円
了
の
個
人
事
務
所
と
い
っ
た
も
の
に
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
講
演
の
演
題
に
つ
い
て
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

甲
類
…
… 

国
民
道
徳
大
綱
、
教
育
勅
語
大
意
、
戊
申
詔
書
大
意
、
忠
孝
為
本
説
、
国
体
精
華
の
説

明
、
公
益
世
務
の
解
釈
、
義
勇
奉
公
談
、
世
界
人
文
の
大
勢
、
国
運
発
展
の
道
、
戦
捷

の
結
果
と
戦
後
の
経
営
、
勤
倹
治
産
論
、
自
彊
不
息
説
、
実
業
新
興
策
、
公
徳
育
成

法
、
社
会
教
育
一
斑
、
家
庭
教
育
談
、
精
神
収
用
法
、
風
俗
矯
正
法
、
青
年
の
心
得
、

婦
人
の
心
得

　

乙
類
…
… 

教
育
と
宗
教
と
の
関
係
、
倫
理
と
宗
教
と
の
異
同
、
哲
学
と
宗
教
と
の
別
、
知
識
と
信

仰
の
別
、
仏
教
の
人
生
観
、
安
心
立
命
談
、
仏
教
の
将
来
、
霊
魂
不
滅
論
、
未
来
有
無

説
、
迷
信
論
、
妖
怪
総
論
、
心
理
的
妖
怪
、
幽
霊
談
、
西
洋
最
近
の
実
況
、
海
外
移
民

の
近
状
、
南
米
視
察
談
、
豪
州
及
び
南
阿
旅
行
談
、
印
度
内
地
旅
行
談
、
日
本
風
俗
と

欧
米
風
俗
と
の
相
違

　

甲
類
は
主
と
し
て
、
道
徳
・
社
会
教
育
に
か
か
わ
る
も
の
、
乙
類
は
宗
教
・
哲
学
・
妖
怪
・
旅
行

談
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
講
演
依
頼
者
は
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
希
望
す
る
も
の
を
選
ん
で
、
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。



井上円了の全国巡講

24

 五　旅行道具と旅の様子

25

五
　
旅
行
道
具
と
旅
の
様
子

　

円
了
の
旅
は
、
だ
い
た
い
長
期
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
持
品
は

簡
素
な
も
の
で
し
た
。
ま
っ
た
く
身
の
回
り
の
こ
と
は
気
に
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
イ
ン
ド
の
カ

ル
カ
ッ
タ
で
円
了
を
出
迎
え
た
人
の
思
い
出
話
で
は
、
円
了
は
少
し
も
着
飾
る
こ
と
が
な
く
、
ほ
と

ん
ど
着
の
身
着
の
ま
ま
で
、
ろ
く
に
着
替
え
も
も
た
ず
、
簡
単
な
手
荷
物
一
、
二
箇
ぐ
ら
い
で
海
外

を
大
旅
行
し
て
い
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
宿
所
も
い
っ
こ
う
に
気
に
す
る
風
が
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
も
っ
と
も
そ
の
記
念
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
キ
チ
ン
と
背
広
、
チ
ョ
ッ
キ
に
ネ

ク
タ
イ
を
締
め
て
、
イ
ギ
リ
ス
風
の
紳
士
の
ス
タ
イ
ル
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
円
了
の
一
張
羅

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

他
の
教
え
子
の
話
で
は
、
円
了
は
大
変
倹
約
家
で
、
国
内
旅
行
で
は
汽
車
は
た
い
て
い
三
等
車

で
、
弁
当
は
お
握
り
で
し
た
。
ま
た
見
送
り
出
迎
え
は
よ
ろ
こ
ば
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
旅
行
で
も
、
多
く
の
見
送
り
を
集
め
て
、
勢
力
を
顕
示
す
る
よ
う
な
こ
と
は
嫌
っ
て

い
た
の
で
し
た
。

　

円
了
の
鞄
は
有
名
な
も
の
で
、
縦
二
尺
位
の
薮
医
者
の
も
つ
よ
う
な
も
の
で
、
何
十
年
と
同
じ
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
な
か
に
は
筆
・
紙
・
墨
池
・
手
帳
・
切
手
・
羊
羹
と
い
っ
た
円
了
の
七

つ
道
具
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
授
業
の
五
分
間
休
み
、
汽
車
の
待
合
の
間
な
ど
寸
暇
で
あ
っ

て
も
こ
れ
を
取
り
出
し
て
、
手
紙
の
返
事
、
雑
誌
の
原
稿
、
巡
回
の
日
記
な
ど
を
書
い
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

現
在
、
大
学
に
は
円
了
が
旅
行
に
使
っ
た
カ
バ
ン
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
に
紹
介
し
て
お
き

ま
す
。
カ
バ
ン
は
、
革
製
で
手
提
げ
の
と
こ
ろ
が
と
れ
て
し
ま
っ
た
使
い
古
し
た
も
の
で
す
。
幅
二



井上円了の全国巡講

26

 五　旅行道具と旅の様子

27

二
セ
ン
チ
、
長
さ
四
四
・
五
セ
ン
チ
、
高
さ
二
四
・
三
セ
ン
チ
の
小
さ
な
カ
バ
ン
で
す
。
曲
尺
だ
と

一
尺
三
〇
セ
ン
チ
強
で
す
の
で
、
二
尺
と
い
う
と
こ
の
カ
バ
ン
よ
り
少
し
長
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、

ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
カ
バ
ン
を
携
帯
し
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ほ
か
に
山
高
帽
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
カ
バ
ン
の
中
身
で
す
が
、
タ
バ
コ
入
れ
、
硯
、
竹
製
の
パ
イ
プ
、
筆
立
て
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
筆
立
て
は
ど
く
ろ
の
形
と
牙
の
形
を
し
た
も
の
で
、
妖
怪
博
士
ら
し
い
意
匠
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ほ
か
に
「
旅
行
必
携
」
な
ど
と
題
し
た
メ
モ
帳
を
持
ち
歩
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
講
演
に

使
う
材
料
を
メ
モ
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
講
演
の
前
に
見
て
準
備
を
し
た
の
で
し
ょ
う
。
世
界
の
紹

介
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
高
さ
と
か
、
イ
ン
ド
の
人
口
と
い
っ
た
も
の
が
メ
モ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
別
に
揮
毫
に
使
っ
た
と
さ
れ
る
筆
と
書
に
捺
し
た
印
章
が
残
っ
て
い
ま
す
。
筆
は
長
さ
三

四
・
九
セ
ン
チ
、
太
さ
三
セ
ン
チ
ほ
ど
の
も
の
で
、「
猛
虎
一
声
」
と
い
う
銘
が
あ
り
ま
す
。
銘
の 旅行カバンと携帯品

「妖怪道人円了」の印

「猛虎一声」の筆

一
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下
に
は
「
広
島
県
賀
茂
郡
川
尻
村　

北
川
新
三
郎
謹
製
」
と
あ
り
、
こ
の
人
物
が
銘
を
付
け
て
販
売

し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
広
島
県
で
は
熊
野
筆
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
近
く
の
川
尻

筆
も
高
級
品
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
末
年
か
ら
昭
和
頃
ま
で
が
最
盛
期
だ
っ
た

と
い
い
ま
す
。
銘
は
中
国
宋
代
の
詩
の
一
節
で
、「
猛
虎
一
声
し
て　

山
月
髙
し
」
と
あ
り
、「
遠
く

で
猛
虎
の
一
声
す
る
声
が
聞
こ
え
、
山
に
は
高
く
さ
え
た
月
が
の
ぼ
っ
て
い
る
」
と
い
う
ほ
ど
の
情

景
を
詠
っ
た
も
の
で
す
。
孤
高
の
詩
興
が
あ
り
、
よ
く
書
画
に
も
表
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
三
菱
財
閥

を
起
こ
し
た
岩
崎
弥
太
郎
が
好
ん
で
揮
毫
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
孤
軍
奮
闘
と
い
う
岩
崎
の
心
境

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
円
了
も
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
筆
は
円
了
の
没
後
、
遺
族
か
ら
親
し
か
っ
た
京
北
中
学
校
校
長
へ
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
講
演

旅
行
の
時
に
使
っ
た
も
の
だ
と
い
う
由
来
書
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
筆
先
が
い
か
に
も
使
い
込
ん

だ
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
自
由
闊
達
な
円
了
の
書
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
す
が
窺
わ
れ
ま
す
。
印
章
は

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、「
無
官
無
位
非
僧
非
俗　

妖
怪
道
人
円
了
」
と
い
う
の
が
、
円
了
の
人
と

な
り
を
示
し
て
著
名
で
す
。

　

円
了
が
講
演
で
ど
ん
な
話
を
し
た
の
か
は
、
直
接
の
記
録
で
は
な
い
の
で
す
が
、
講
話
集
や
談
話

の
よ
う
な
漫
録
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
話
を
し
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
円
了
は
、
習
慣
の
大
切
さ
を
説
い
た
な
か
で
、
自
分
は
講
演
は
五
〇
分
と
決
め
て
行
っ
て

い
る
の
で
、
時
計
を
見
な
く
て
も
時
間
が
わ
か
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
講
演
中
は
、
水
や
湯
は

飲
ま
な
い
よ
う
に
習
慣
づ
け
て
い
る
の
で
、
と
く
に
飲
み
た
く
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
も
説
明

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
円
了
の
講
演
は
一
回
、
五
〇
分
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
マ
イ
ク
も

な
く
、
聴
衆
の
座
席
も
楽
な
も
の
は
な
か
っ
た
当
時
の
環
境
で
は
、
ち
ょ
う
ど
手
頃
な
時
間
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

円
了
が
亡
く
な
っ
た
後
に
、
記
念
集
が
創
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
な
か
に
講
演
旅
行
の
様
子
を
示

す
思
い
出
話
が
残
っ
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

丁
度
暑
い
真
夏
八
月
頃
、
井
上
先
生
は
学
校
夏
中
休
暇
を
利
用
し
て
地
方
巡
回
講
演
に
出
て
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私
の
村
へ
も
や
っ
て
こ
ら
れ
た
。
村
で
は
大
騒
ぎ
で
、
大
学
者
を
迎
え
て
講
演
を
聴
こ
う
と
い

う
の
で
村
と
し
て
は
最
善
の
方
法
を
講
じ
て
歓
迎
し
た
。
先
生
の
講
演
会
場
は
小
学
校
で
、
宿

は
私
の
寺
で
あ
っ
た
。
講
演
は
教
育
勅
語
に
関
す
る
お
話
と
例
の
妖
怪
学
説
と
で
あ
っ
た
。
講

演
を
終
わ
っ
て
私
の
寺
へ
帰
ら
れ
た
先
生
は
ビ
ー
ル
の
盃
を
重
ね
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
面
白
い
天

狗
の
お
話
な
ど
を
聞
か
せ
て
下
さ
っ
た
。
当
時
の
こ
と
で
今
な
お
私
の
忘
れ
な
い
の
は
、
何
で

も
先
生
は
日
本
酒
は
絶
対
禁
酒
で
あ
る
が
、
ビ
ー
ル
と
い
う
西
洋
の
酒
な
ら
飲
ま
れ
る
そ
う
だ

と
誰
か
郡
役
所
で
聞
い
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
ビ
ー
ル
は
私
の
む
ら
に
は
な
い
。
大
騒
ぎ
し
て
一

里
ば
か
り
隔
た
っ
た
町
か
ら
買
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ビ
ー
ル
を
先
生
は
一
本
と
少
し

ば
か
り
飲
ま
れ
た
。
然
る
に
あ
ま
っ
た
ビ
ー
ル
の
始
末
に
困
っ
て
ま
ず
養
父
が
少
し
飲
ん
で
み

て
、
こ
ん
な
苦
い
も
の
は
飲
め
な
い
と
吐
き
出
す
。
私
は
ビ
ー
ル
の
名
く
ら
い
は
聞
い
て
い
た

の
で
、
何
で
も
美
味
い
は
ず
で
あ
る
と
、
少
し
注
い
で
貰
っ
て
飲
ん
だ
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
く
苦

い
の
で
驚
い
た
。
こ
ん
な
も
の
美
味
い
と
い
っ
て
飲
む
人
の
気
が
知
れ
な
か
っ
た
。
夕
飯
を
終

え
ら
れ
た
先
生
は
詩
作
に
耽
っ
て
い
た
が
、
こ
ん
な
詩
が
で
き
た
と
養
父
に
示
さ
れ
た
。
そ
れ

か
ら
夜
は
地
方
有
志
の
依
頼
に
応
じ
て
数
十
枚
の
書
を
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
養
父
は
学
者

の
話
が
出
れ
ば
必
ず
井
上
先
生
の
こ
と
を
い
う
。
こ
う
し
て
学
徳
兼
備
の
先
生
を
推
讃
す
る
こ

と
を
自
己
の
有
す
る
名
誉
の
一
つ
に
数
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
『
館
主
巡
回
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
五
年
の
夏
の
こ
と
で
、
場
所
は
福
井
県
鯖
江
市

の
郊
外
に
あ
る
小
坂
と
い
う
村
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
七
月
一
九
日
に
小
坂
の
小
学
校
で
講

演
し
て
、
同
地
の
明
正
寺
へ
宿
泊
し
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
立
派
な
学
者
が
や
っ
て
く
る
と
い
う
の

で
、
歓
迎
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

講
演
の
方
も
重
要
で
す
が
、
ほ
ん
の
一
握
り
し
か
い
な
か
っ
た
東
京
大
学
の
卒
業
者
で
、
博
士
の

学
位
を
も
っ
た
人
物
が
や
っ
て
き
て
講
演
を
す
る
と
い
う
と
、
地
方
で
は
そ
れ
だ
け
で
大
変
な
受
け

止
め
方
を
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。
娯
楽
も
少
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
、
お
祭
り
見
物
の
気
分
で
多
く

の
人
が
集
ま
っ
た
の
で
し
た
。
そ
う
し
た
人
物
が
ビ
ー
ル
と
い
う
新
し
い
都
会
の
生
活
様
式
を
持
ち
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込
ん
だ
と
き
の
村
の
驚
き
が
こ
こ
に
は
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
ビ
ー
ル
は
鯖
江
の
町
に
は
も

う
あ
っ
て
、
探
せ
ば
買
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
文
化
生
活
が
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な

生
活
の
な
か
に
い
た
村
に
も
次
第
に
入
り
始
め
て
い
た
の
で
す
。
多
く
の
地
方
の
人
び
と
が
円
了
を

歓
迎
し
て
、
そ
の
話
を
聞
こ
う
と
し
た
の
は
、
工
業
化
と
と
も
に
進
ん
で
く
る
新
し
い
文
化
を
吸
収

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
円
了
は
こ
れ
に
応
え
な
が
ら
、
人
び
と
を
近
代
的

な
社
会
の
担
い
手
へ
と
導
こ
う
と
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

六
　
お
わ
り
に

　

円
了
の
講
演
旅
行
は
、
本
格
的
に
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
、
そ
の
死
の
大
正
八
年
（
一
九

一
九
）
六
月
ま
で
、
そ
の
時
々
の
多
少
は
あ
り
ま
し
た
が
、
絶
え
間
な
く
つ
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
明

治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
か
ら
大
正
七
年
ま
で
の
分
だ
け
で
も
講
演
数
五
二
九
一
回
、
聴
衆
一
三
〇
万

六
八
九
五
名
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
な
日
数
を
か
け
、
鉄
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
は

馬
車
や
人
力
車
を
用
い
、
そ
れ
も
使
え
な
い
と
き
は
自
ら
歩
い
て
峠
を
越
え
て
講
演
旅
行
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
日
本
は
近
代
化
が
進
み
、
鉄
道
網
が
形
成
さ
れ
、
都
会
の
文
化
が
地
域
に
も
浸
透
し
始
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め
て
い
ま
し
た
。
中
央
で
は
大
学
が
出
来
、
西
洋
式
の
教
育
が
行
わ
れ
、
そ
の
教
育
を
受
け
た
人
び

と
が
、
地
方
に
帰
り
、
教
員
や
役
人
と
し
て
活
躍
し
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人
び
と
を
通
じ
て
、

近
代
的
な
生
活
様
式
が
地
方
に
も
広
が
り
ま
す
。
江
戸
時
代
か
ら
中
央
へ
の
遊
学
と
交
流
は
始
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
後
こ
の
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
す
。
円
了
は
東
京
で
は
哲
学
館

と
大
学
を
創
設
し
て
、
地
方
か
ら
出
て
く
る
若
者
に
学
ぶ
機
会
を
与
え
、
自
ら
は
地
方
に
出
か
け
て

い
っ
て
、
講
演
に
よ
っ
て
人
び
と
を
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
導
こ
う
と
し
ま
し
た
。
熱
心
な

聴
衆
に
恵
ま
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
聴
衆
が
な
く
、
柱
に
向
か
っ
て
語
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
共
感
を
も
っ
て
聞
い
て
も
ら
え
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
興
味
本
位
と

い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
哲
学
を
学
ぶ
と
い
う
と
鉄
学
と
取
り
違
え
て
、
鉄
道
の
技
師
に
で
も
な

る
の
か
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
時
代
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
地
域
に
は
、
円
了
を
評
価
で
き
る
人
た
ち

が
少
数
な
が
ら
い
て
、
彼
ら
が
円
了
を
迎
え
、
多
く
の
聴
衆
を
集
め
て
講
演
会
を
開
い
た
の
で
す
。

明
治
末
期
か
ら
は
哲
学
館
卒
業
者
が
地
方
に
い
て
、
円
了
を
迎
え
た
り
、
こ
の
機
会
に
同
窓
会
な
ど

を
開
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
中
央
と
地
方
の
交
流
が
行
わ
れ
、
地
方
も
少
し
ず
つ
近
代
社
会
の
内
容

を
整
え
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　

地
方
社
会
の
近
代
化
の
な
か
で
、
円
了
は
こ
れ
を
担
う
人
材
を
育
て
よ
う
と
し
て
、
講
演
旅
行
を

精
力
的
に
行
っ
た
の
で
し
た
。
円
了
の
目
指
し
た
も
の
は
、
新
し
い
近
代
社
会
の
担
い
手
と
し
て
、

独
立
自
活
の
人
材
を
育
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
円
了
が
あ
げ
た
徳
目
は
、

通
俗
的
な
も
の
で
か
な
ら
ず
し
も
目
新
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
江
戸
時
代
か
ら

出
て
き
た
ば
か
り
の
人
び
と
を
近
代
社
会
へ
導
く
に
は
必
要
な
も
の
で
し
た
。
ま
た
一
朝
一
夕
に
普

及
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
円
了
は
、
ほ
ん
と
う
の
意
味
で
の
国
民
が
成
長
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
円
了
に
は
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
宇
宙
主
義
と
い

う
普
遍
主
義
で
し
た
。
現
在
の
言
い
方
な
ら
世
界
市
民
主
義
と
で
も
い
え
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
こ
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
ふ
れ
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
論
じ
な
い
こ
と
に
し
ま
す
。
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